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民衆と共に生き、インド独立運動を非暴力と真理の理想を掲げて導いた政治的指導者
























































































































(G. K. Gokhale, 1866–1915) 26)に会うためにイギリスへ渡ったが、先にインドへ帰国させた
フェニックス農園の子供たちはインドでのガンディーの活動拠点ができるまで、タゴールの













ける生きた絆 (a living link)となってくれるでしょう」と述べている 29)。そして二人の友情
はこの暖かい出発点から生涯続いたのである。
もう一つガンディーとタゴールの友情を支えたものは英国人 C. F.アンドルウズ (Charles 































































































































If they answer not to thy call,
Walk alone.”                           (Rabindranath Tagore)
注
 1) ガンディーとタゴールの論争を含め、二人の間にかわされた手紙や文書を年代順に集めた本が
1997年に出版された。Sabyasachi Bhattacharya, comp. and ed., The Mahatma and the Poet, Letters 
and debates between Gandhi and Tagore 1915–1941 (New Delhi: National Book Trust, 1997).  この本には
具体的な論争の内容や歴史的背景も詳しく紹介されていて、非常に貴重な資料である。さらにこ
31
の本をもとにして 2006年には The Poet and the Mahatma, documentary in English, 60 min., directed 







がガンディーの生い立ちに与えた影響については Chandran D. S. Devanesen, The Making of 















巻（中央公論社、1967年）。英語版はM. K. Gandhi, Autobiography or The Story of My Experiments 








































敬の上でお互いの相違を明確に表現したということを指摘している。The Poet and the Mahatma.




 5) The Poet and the Mahatma.





 7) Mahatmaとは the Great Soul「偉大な魂」というガンディーに与えられた尊称。-jiというのは
「○○さん」という意味である。ガンディー自身は「マハートマ」と呼ばれるよりも「バプー」、
「バプージー」（バプーはお父さん、という呼び名）を好んだという。







 9) Bhattacharya, The Mahatma and the Poet, Part IV, Letter Number 22 (pp. 177–8), “My life’s best 
treasure”: Tagore on Viva-Bharati (Letter handed over by Tagore to Gandhi at the time of his 
departure from Sanitiniketan on 2 February 1940) and Letter Number 23 (p. 178), “Their common 




Mahatma and the Poet, Part IV, 161–4.
 10) Bhattacharya, The Mahatma and the Poet, Part III, Letter Number 4 (p. 134), Gandhi seeks Tagore’s 
blessing before starting a fast (Yeravada Central Prison) 20 September 1932.  また別の断食を開始す
るにあたって Letter Number 11 (p. 140), Gandhi’s thoughts contemplating yet another fast (Yera-
vada Central Prison, 2 May 1933.
 11) The Poet and the Mahatma.



















 15) Ajay Skaria “Gandhi’s Politics: Liberalism and the Question of the Ashram,” The South Atlantic 
Quarterly 101:4 (Fall 2002), Duke University Press, 955–7.
 16) サッティヤーグラハとはサッティヤ (satya, truth)をしっかりとつかむこと（agraha,アグラハ, to 





























 18) Skaria, Ibid., 976–7.
 19) ガンディー、蝋山芳郎訳「友情の悲劇」『自叙伝』第一部 4、85頁。






























 22) Bhattacharya, The Mahatma and the Poet, Part I, Letter Number 7 (p. 49) “Tagore’s letter written on 
the eve of the Jallianwala Bagh massacre” (Letter sent to Gandhi, then published in The Indian Daily 
News, April 16, 1919).
 23) ルイス・フィッシャー、古賀勝郎訳『ガンジー』（紀伊國屋書店、1968年）391頁。原著は L. 
Fischer, The Life of Mahatma Gandhi (1st ed., 1951; repr., Grafton Books, 1982)。
 24) ガンディーの思想的マニフェストとして知られる著作『ヒンド・スワラージ』はガンディーが南
アフリカで活動中に執筆されたものである。M. K. Gandhi, Hind Swaraj or Indian Home Rule (orig., 






































自ら真剣に関わっていった。南アフリカでの手探りの実験についてはM. K. Gandhi, Satyagraha 
























ーの死にあたってのシャンティニケタンでのスピーチから、“62 The Message of Gokhale” 
(February 20 1915), The Ashram, June–July 1915, reprinted in The Moral and Political Writings of 
Mahatma Gandhi, vol. 1, Civilization, Politics, and Religion, ed. by Raghavan Iyer (Oxford: Clarendon 
Press, 1986), 126–8.
 27) ガンディー、蝋山芳郎訳「シャンティニケタンにて」『自叙伝』第七部 62、184–7頁においてガ
ンディーを始めとしたフェニックス農園のメンバーがシャンティニケタンで新しい自助の実験
（自分たちで料理や掃除をする、肉体労働をするなど）を提起したときのエピソードが語られて
いる。フェニックス農園のメンバーは 1914年 11月から 1915年 4月まで滞在した。Bhatta-
charya, The Mahatma and the Poet, Part I, 41.
 28) ガンディーは 1940年 3月にシャンティニケタンを訪問した時にも南アフリカから帰国した際の
シャンティニケタンの暖かいもてなしについて感謝を込めて想起した。Harijan, 9 March 1940. 






 29) Bhattacharya, The Mahatma and the Poet, Part I, 44.








David McI. Gracie, ed. and narrated, Gandhi and Charlie—The Story of a Friendship (Cambridge, 
Mass: Cowley Publications, 1989)である。
























た。McI. Gracie, “South Africa,” Gandhi and Charlie, chap. 2, 25.
 34) McI. Gracie, Gandhi and Charlieの扉には亡くなる直前のアンドルウズを見舞っているガンディー
の写真と、“Nobody probably knew Charlie Andrews as well as I did.  When we met in South Africa 






南アフリカのイギリス人たちに与えた衝撃は大きかった。McI. Gracie, Gandhi and Charlie, 26.
 35) “To Tagore” Jan. 6, 1914 from Durban, C. F. Andrews, The Gandhian Thought, vol. 1, ed. S. R. Bakshi 
(Delhi: Akashdeep Publishing House, 1990), 103–105.  原文は “I had no difﬁculty in seeing from the 
ﬁrst Mr. Gandhi’s position and accepting it: for in principle it is essentially yours and Mahatmaji’s—
a true independence, a reliance upon spiritual force, a fearless courage in the face of temporal 
power, and withal a deep and burning charity for all men.”  ここでの「マハトマジー」はガンディ
ーのことではない。
 36) 例 え ば C. F. Andrews, Mahatma Gandhi—His Life and Ideas (orig., Macmillan, 1930; with a New 
Foreword by Arun Gandhi, Woodstock, Vermont: Sky Light Paths Publishing, 2003)には chap. 15 
“The Great Sentinel” (pp. 182–200)という章があり、1920年のガンディーが指導した非暴力的非














 39) 『ハリジャン Harijan』1940年 4月 13日。葛西實「C・F・アンドルウズとインド」127頁。
 40) “Statement to the Press” (April 5, 1940), Harijan, (13-4-1940), Collected Works of Mahatma Gandhi, 
vol. 71 (New Delhi: The Publication Division, Ministry of Information and Broadcasting, 
Government of India, 1978), 394.
 41) 葛西實「C・F・アンドルウズとインド」127頁。
 42) “Mohan, Swaraj is coming.  Both Englishmen and Indians can make it come, if they will.” (McI. 




“Mohan, Swaraj is Coming.”」（最終講義 2000年 2月 25日の記録）『アジア文化研究別冊』第 10
号、国際基督教大学アジア文化研究所、2001年。
 44) 葛西實「C・F・アンドルウズとインド」128頁。
 45) Collected Works of Mahatma Gandhi, vol. 74, 218.










1914年 11月から 1915年 4月まで　フェニックス農園のメンバーがシャンティニケタンで滞在。
1915年 インドに帰国したガンディー、2月にシャンティニケタンに滞在。3月タゴールに会う。
1918年 書簡交換、インドの国語としてのヒンディー語について。
1920年 タゴール、アーメダバードのガンディーを訪問。
1921年 非暴力的非協力運動に対するタゴールの批判とそれに対するガンディーの応答。外国製布製品
を焼き払うことについて、チャルカ・糸紡ぎ車、英国教育のボイコットについて。
1922年 タゴール、非協力運動の暴力性について批判。
1924年 チャルカ（手紡ぎ車）の推進運動についてタゴールの批判。
1932年 獄中で断食を決行したガンディーへタゴールから激励の電報。自ら牢獄を訪ね、断食を終える
にあたって歌を歌った。
1934年 ビハールの大地震についてのガンディーのコメントにタゴール抗議。
1935年 タゴールからガンディーへヴィシュヴァ・バーラティー運営のための資金援助の要請の手紙。
1936年 6万ルピーの寄付をガンディーから送る。提供者は匿名希望。
1939年 タゴールよりベンガルのスバース・チャンドラ・ボースを弁護する手紙。
1940年 ガンディー、2月にシャンティニケタンを訪問。タゴールとの最後の対話。4月 5日アンドル
ウズ死去。
1941年 8月 7日タゴール死去。
1947年 インド分離独立。
1948年 1月 30日ガンディー暗殺。
